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学童保育・夏休み実態調査
学童保育について、京都市では６年生まで、希望者全員の受け入れ

を掲げていますが、京都市の小学生約６万人 (３年生以下は３万
人 )に対して、学童保育登録児童は１万４000人となっています。
　この夏休み、大規模化している学童保育にお邪魔しました。南区の
とある児童館内の学童保育では、登録児童数が 176人、常時 100人以
上が過ごしています。ところ狭し、と行き交う子どもたち。しんどく
なった子が寝る場所は倉庫のなか。小さな運動スペースと人工芝の小
さな庭があるのがせめてものゆったり空間。館長先生は「人数が多い
ことが一番問題です」と。
　一方、ワンルームだけが生活の場として準備されている「ほっと広
場」。右京区のある学童保育では 140 人を教室、他の施設の一室に分
けて、二か所で運営しています。写真は２クラス分の部屋です。今年
のような猛暑のなか、外に出られない環境のもとで一日の大半を過ご
す生活場所にしては狭すぎます。学童保育を増やして環境の改善を！
　９月にすべての１・４・６年生の保護者に対して『放課後の過ごし

方に関する調査アンケ
ート』が配布されます。
アンケート結果は重視
されるので、学童保育
について、子どもたち
の意見も聞いて、みん
なで改善を求めていき
ましょう！

「敬老乗車証守ろう連絡会」の
第１３次署名提出　総数40640 筆に！
８月21日、敬老乗車制度の改悪に反対する署名が、3444 筆追加

提出されました。
　京都市は、１回乗るごとに 100 円程度の利用料の支払いが必用な
応益負担の制度へ改悪を提案していますが、この制度があるおかげで
高齢者が生き生きとまちに出かけて過ごすことができ、介護予防、医
療費削減にもつながっています。５年間、運動の力で改悪をストップ
させています。来年 4月にはいっせい地方選挙があり、敬老乗車証

の存続は重要な争点と
なります。方針を撤回
させるくらい、山科で
も引き続き署名を集め
ていきましょう！　署
名にご協力いただける
方はぜひご連絡くださ
い。

「全員制の中学校給食の実現を求める署
名」5137 人分を、京都市教育委員会に
提出！
保護者のネットワークが、知事選挙以前から集めていた署名を 8

月23日、京都市に提出されました。前日の教育福祉委員会では、
「中学校給食を再検討するための委員会の設置を求める請願」も提出
されて質疑がおこなわれました。約３割の子どもしか給食を食べてお
らず、7割は家庭弁当。京都市は、「家庭弁当の教育的効果」が重要
と言っていますが、その教育効果は「お母さんががんばっていること
を感じること」と言うではありませんか。お母さんはお弁当を作らな
くても、子どものためにがんばっています！　中学校給食は教育の一
環です。全員制の給食を実施すべきです。

京都刑務所移転目的の
「山科の未来を語る懇談会」
京都市は、京都刑務所の移転を現実化するために、敷地活用案を

国に提示する論議をおこなう「山科の未来を語る懇談会」の第
１回目を８月２４日に山科区役所で開催しています。委員は大学教授
が4名、自治連代表2名、山科経済同友会会長、市民公募で計８名です。
８月 21日にこの懇談会の開催が発表されて三日後に開催。山科住民
への周知を大切にしない論議に、初めから住民おき去りの感が否めま
せん。
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申し上げます！
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